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土
地
台
帳
・
家
屋
台
帳
の
閲
覧
を

廃
止
し
ま
す

　

市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
土
地

台
帳
と
家
屋
台
帳
の
閲
覧
を
廃
止

し
ま
す
。
土
地
台
帳
と
家
屋
台
帳

は
、
土
地
及
び
家
屋
に
対
し
て
課

税
す
る
た
め
に
法
務
局
か
ら
の
通

知
を
も
と
に
整
備
し
て
い
る
課
税

資
料
で
す
。
こ
の
た
め
個
人
情
報

保
護
の
た
め
閲
覧
を
廃
止
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
内
の

土
地
や
家
屋
の
登
記
内
容
を
調
べ

る
必
要
の
あ
る
人
は
、
さ
い
た
ま

地
方
法
務
局
本
庄
出
張
所
（
☎
㉒

３
２
６
４
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
義
務
者
や
借
地
・

借
家
人
は
、
従
来
ど
お
り
「
固
定

資
産
税
課
税
台
帳
」
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
１

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
、

前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払
い

を
受
け
た
人
で
、
年
度
の
初
日
に

老
齢
等
年
金
を
受
給
し
て
い
る
65

歳
以
上
の
人
は
、
平
成
21
年
10
月

か
ら
そ
の
公
的
年
金
等
所
得
に
係

る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
が
特

別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
場
合
等
は
対
象
外
で
す
。

・
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
１

　

月
１
日
以
後
に
当
該
市
町
村
に

　

住
所
を
引
き
続
き
有
し
な
い
人

・
老
齢
等
年
金
給
付
の
年
額
が
、

　

18
万
円
未
満
の
人

・
当
該
市
町
村
介
護
保
険
の
特
別

　

徴
収
対
象
被
保
険
者
で
な
い
人

・
公
的
年
金
等
所
得
に
係
る
特
別

　

徴
収
税
額
が
老
齢
等
年
金
給
付

　

の
年
額
を
超
え
る
人

対
象
と
な
る
年
金　

国
民
年
金
法

　

に
基
づ
く
老
齢
基
礎
年
金
等
の

　

老
齢
又
は
退
職
を
支
給
事
由
と

　

す
る
年
金

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
特
別

徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
３

水
道
事
業
の
一
部
が
民
間
委
託
に

な
り
ま
す

　

市
で
は
、
２
月
１
日
か
ら
経
営

の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
水
道
業
務
の
一
部
を

次
の
民
間
会
社
に
委
託
し
ま
す
。

委
託
業
者

　

㈱
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス

　
（
幸
手
市
緑
台
１
―
19
―
11
）

　

代
表
取
締
役
増
田
真
理

委
託
業
務

○
窓
口
・
各
種
問
い
合
わ
せ
業
務

○
使
用
開
始
・
休
止
な
ど
各
種
届

　

出
の
受
付
業
務

○
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
等

　

収
納
業
務

○
加
入
金
・
手
数
料
等
収
納
業
務

○
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務

○
未
納
水
道
料
金
等
の
督
促
関
係

　

業
務

委
託
期
間

　

２
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

※
委
託
業
者
の
従
業
員
は
、
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不

審
に
思
っ
た
場
合
は
、
身
分
証
明

書
の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、㈱
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ

ク
ス
に
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
の
収
入
事
務
を
委
託
（
２
月

１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
）
し

ま
す
。

★
水
道
課
☎
㉒
２
１
５
１
、
児
玉

　

水
道
課
☎
72
０
２
３
６

不
要
農
薬
や
空
き
容
器
の
処
理
に

つ
い
て

　

埼
玉
ひ
び
き
の
農
協
と
児
玉
地

方
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、
不
要

と
な
っ
た
農
薬
等
を
一
括
し
て
廃

棄
処
理
し
ま
す
。
処
理
に
困
っ
て

い
る
農
薬
や
空
き
容
器
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
児
玉
会
場

日
時　

１
月
19
日
㈪　

午
前
９
時
〜

　

正
午

場
所　

埼
玉
ひ
び
き
の
農
協
児
玉

　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
72
５
１

　

９
５
）

○
本
庄
会
場

日
時　

１
月
20
日
㈫　

午
前
９
時
〜

　

正
午

場
所　

埼
玉
ひ
び
き
の
農
協
本
庄

　

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉔
４

　

３
６
４
）

処
理
費
用
（
１
㎏
あ
た
り
）

・
一
般
農
薬
（
粉
剤
・
粒
剤
・
水

　

和
剤
・
乳
剤
）　
　

２
０
０
円

・
一
般
農
薬
（
石
灰
硫
黄
合
剤
・

　

燻く
ん
え
ん煙
剤
類
等
）　
　

２
０
０
円

・
特
殊
農
薬
Ａ
分
類
（
ク
ロ
ー
ル

　

ピ
ク
リ
ン
等
） 

１
、
７
０
０
円

・
特
殊
農
薬
Ｂ
分
類
（
水
銀
剤
等
）

　
　
　
　
　
　
　

６
、
０
０
０
円

・
農
薬
空
き
容
器
（
ポ
リ
・
ガ
ラ

　

ス
瓶
）　
　
　
　
　

６
０
０
円

※
事
前
に
最
寄
り
の
埼
玉
ひ
び
き

の
農
協
（
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
及

び
支
店
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７
、
総
合

　

支
所
経
済
環
境
課
☎
72
１
３
３

　

１
（
内
線
２
２
１
）

小
島
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換

地
計
画
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す

縦
覧
期
間　

１
月
14
日
㈬
〜
27
日

　

㈫
縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
市
役

　

所
２
階
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
４
４

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎㉒３６９６

５日㈪・13日㈫・19日㈪・21日㈬～２月23日㈪（Ｐ15を参照）

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎㉒８１２６

５日㈪・13日㈫・19日㈪・26日㈪・２月２日㈪・９日㈪

戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程    　
１月16日㈮～19日㈪、23日㈮～27日㈫、２月９日㈪～14日㈯
※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：２月２日㈪］
・市県民税　４期　　　・国民健康保険税　７期
・介護保険料　７期　　・後期高齢者医療保険料　７期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　１月28日㈬　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　収納課児玉税務係
　　　　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。
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随
意
契
約
に
よ
る
宅
地
公
売
の
ご

案
内

　

市
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
の
宅
地
（
保
留
地
）
を
公
売

し
て
い
ま
す
。
売
却
に
あ
た
っ
て

は
先
着
順
と
し
、
３
月
13
日
㈮
ま

で
随
時
受
付
中
で
す
。

◎
朝
日
町
地
区
（
２
区
画
）

面
積　

２
３
７･

20
〜
２
３
７･

　

21
㎡

価
格　

約
１
、
４
８
０
〜
１
、
６

　

４
８
万
円

◎
小
島
西
地
区
（
７
区
画
）

面
積　

24
・
42
〜
３
６
６
・
59
㎡

価
格　

約
36
〜
１
、
２
１
０
万
円

◎
児
玉
南
地
区
（
４
区
画
）

面
積　

１
１
０
・
95
〜
５
０
８
・
63
㎡

価
格　

約
２
４
５
〜
８
７
５
万
円

＊
申
込
資
格
や
要
件
等
に
つ
い
て

　

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
４
４

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献
血
」

に
ご
協
力
を
!!   

日
時　

１
月
15
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時

　

30
分
〜
４
時

会
場　

市
役
所

種
類　

全
血（
４
０
０
㎖
・
２
０
０
㎖
）

★
健
康
推
進
課
☎
㉔
２
０
０
３

エ
ク
セ
ル
初
級
教
室
を
開
催

　

住
所
録
を
使
っ
た
デ
ー
タ
ー
ベ
ー

ス
機
能
や
基
本
的
な
関
数
な
ど
エ

ク
セ
ル
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

講
座
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
30
日
か
ら
２
月
20
日

　

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

全
４
回

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

児
玉
隣
保
館

講
師　

東　

禎
章　

先
生

対
象　

エ
ク
セ
ル
経
験
者
（
入
門 

　

程
度
を
習
得
し
て
い
る
人
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

１
月
15
日
㈭
か
ら
電
話
で

　

左
記
へ

★
児
玉
隣
保
館
☎
72
１
６
３
５

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い

◎
あ
や
と
り
・
お
て
だ
ま
・
折
り

紙
教
室

日
時　

１
月
17
日
㈯　

午
後
２
時
〜

　

３
時

対
象　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

参
加
費　

無
料

用
意　

持
ち
帰
り
用
袋

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

◎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど

で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

１
月
24
日
㈯　

午
後
２
時
〜

　

３
時

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

上
履
き
、
タ
オ
ル

申
込　

１
月
13
日
㈫
午
前
９
時
か

　

ら
電
話
又
は
直
接
日
の
出
児
童

　

セ
ン
タ
ー
へ

◎
茶
道
教
室

日
時　

２
月
７
日
㈯　

午
後
１
時

　

40
分
〜
３
時

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

手
ふ
き
用
タ
オ
ル
、
靴
下

　

着
用

申
込　

１
月
13
日
㈫
午
前
９
時
か

　

ら
電
話
又
は
直
接
日
の
出
児
童

　

セ
ン
タ
ー
へ

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
０

　

４
２
０

つ
き
み
荘
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

つ
き
み
荘
は
、
１
月
21
日
㈬
か

ら
２
月
23
日
㈪
ま
で
館
内
の
ア
ス

ベ
ス
ト
封
じ
込
め
工
事
の
た
め
、

休
館
と
な
り
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２
７

新給食センターの落成にあたって

　このたび、本庄地域と上里町の学校に給食を提供する、
新給食センターの建設工事が終わり、去る 12 月 13日に落
成式が行われました。
　本庄市の学校給食は、本庄地域が給食センター方式、児
玉地域がそれぞれの学校ごとに作る方式で、児童生徒に安
全でおいしい給食を提供しております。
　このセンターの建設は、合併前の本庄市にとって非常に
大きな課題でした。上里町と共同で運営している現在の給
食センターは、築 40 年を経て老巧化し、ここ 10 年はたび
たび設備に不具合が発生しておりました。故障で給食が出
せなくなっては大変だ、という不安を抱えながら、職員一
同細心の注意を払って安全な給食の提供に努めてきたとこ
ろです。
　センター完成までには様々な苦労がありましたが、合併
前の本庄市・上里町において建て替えの方向で合意し、そ
の後約３年をかけ、給食組合・両市町の議会、学校やＰＴ
Ａなどの教育関係者、そして建設予定地となった小島南自
治会など地域住民の皆様方の温かいご理解をいただき、工
事関係者のたゆまぬ尽力で、このたび立派に完成できまし
た。皆様方に心から厚く御礼申し上げます。（新給食セン
ターについて詳しくは８・９ページをご覧ください。）
　特に私が強調したいのは、児童生徒の食育のために、米
飯の回数を増やし、炊き立てのおいしいご飯が食べられる
ように、独自の炊飯施設を併設したことです。（これまで米
飯は毛呂山町のセンターから運んでいました。）なおこの
施設は、災害時に炊き出しができるようになっております。
また、センター建設室では児童生徒の食物アレルギーにつ
いて、学校や保護者の皆様の協力を得て実態調査を行い、
このたびセンター内に県内初の「アレルギー対応給食専用
調理室」を設けました。今後一歩ずつ、アレルギーを持つ
児童生徒向けの対応給食の提供を始めていきます。
　12 月 6 日には、地元小島南自治会の皆様を対象に試食
会を開催しました。250 人以
上の参加があり、「おいしいね」
と好評でした。
　今後とも、本庄地域・児玉
地域とも方式は異なれど、安
全でおいしい給食の提供に努
めてまいります。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 

本庄市長
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